
な
い
体
は
激
し
い
労
働
と
耐
寒
に
徹
底
的
に
す
り
へ
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

寒
い
こ
と
を
書
い
た
つ
い
で
に
も
う
一
つ
。
収
容
所
の
便
所

は
大
小
便
共
に
み
な
七
、
八
人
一
緒
に
入
れ
る
仕
切
り
の
な
い

も
の
で
あ
る
。
は
じ
め
の
う
ち
は
と
て
も
き
ま
り
が
悪
く
て

中
々
用
便
も
足
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と

親
し
み
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
。
両
隣
の
戦
友
た
ち
と
故
郷
の

こ
と
、
彼
女
の
こ
と
な
ど
話
し
な
が
ら
、
自
由
な
時
間
を
楽
し

ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
余
り
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
と
、
全
身
震
え

る
よ
う
に
冷
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
排
便
は
だ
ん
だ
ん
高

く
積
も
っ
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
凍
っ
て
い
っ
た
。
だ
か
ら
便
所

の
掃
除
と
い
え
ば
、
凍
り
つ
い
て
石
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を

鉄
棒
で
打
ち
砕
い
て
捨
て
る
こ
と
だ
っ
た
。
全
然
臭
く
も
な
い

し
、
き
れ
い
な
仕
事
で
あ
る
。
た
だ
五
、
六
月
に
な
っ
て
雪
が

溶
け
は
じ
め
る
と
、
捨
て
た
岩
石
が
正
体
を
現
わ
し
て
処
置
に

困
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
年
も
ま
た
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
引
き
揚
げ
て
舞
鶴
に
上
陸
し

た
あ
の
十
一
月
十
日
が
く
る
。
思
い
起
こ
す
と
、
祖
国
の
山
々

は
美
し
く
、
そ
し
て
白
い
米
の
飯
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。

あ
れ
か
ら
五
十
年
、
迎
え
て
く
れ
た
父
母
は
い
な
い
が
、
世

は
平
成
と
な
り
、
こ
う
し
て
平
和
な
日
を
送
っ
て
い
る
こ
と
は

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
私
に
と
っ
て
シ
ベ

リ
ア
の
生
活
は
今
に
な
っ
て
望
ん
で
も
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

の
一
つ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
北
海
の
怒
涛
の
中
、
戦
い
に
散
っ
た
幾
多
の

戦
友
、
あ
の
シ
ベ
リ
ア
極
寒
の
地
で
、
飢
え
と
厳
し
い
労
働
に

栄
養
失
調
で
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
多
く
の
同
胞
の
冥
福
を

祈
る
昨
今
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
生
活
の
あ
ら
ま
し
　 

愛
知
県
　
横
井
孝
　 

ま
え
が
き

思
い
出
せ
ば
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
正
午
、
今
は
亡
き

昭
和
天
皇
の
無
条
件
降
伏
の
放
送
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
私

は
満
州
ハ
ル
ビ
ン
第
三
六
六
部
隊
沓
形
隊
（
教
育
隊
）
に
所
属
、

そ
こ
で
ソ
連
兵
の
武
装
解
除
を
受
け
て
牡
丹
江
に
向
か
い
ま
し



た
。
ソ
満
国
境
を
経
て
シ
ベ
リ
ア
本
線
に
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
、
チ
タ
を
経
由
し
て
タ
イ
セ
ッ
ト
に
着
き
ま
し

た
。
第
五
収
容
所
に
移
動
、
そ
こ
で
身
体
検
査
を
受
け
て
さ
ら

に
第
十
七
収
容
所
に
護
送
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
が
私
の
シ
ベ
リ

ヤ
抑
留
生
活
の
第
一
歩
で
し
た
。

抑
留
中
の
作
業
内
容
に
つ
い
て

目
的
は
鉄
道
建
設
で
あ
り
ま
す
。
伐
採
、
搬
出
、
木
の
根
の

破
壊
（
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
使
用
）

、
鉄
道
用
地
の
完
成
、
火
力
発

電
所
の
建
設
、
枕
木
の
作
成
等
、
大
体
の
作
業
順
序
で
す
。
そ

し
て
収
容
所
ご
と
に
六
里
ず
つ
完
成
す
る
こ
と
。
作
業
時
間
は

七
時
か
ら
十
七
時
こ
ろ
ま
で
。
た
だ
し
割
り
当
て
ら
れ
た
作
業

が
終
了
す
れ
ば
い
つ
で
も
帰
る
。
終
了
し
な
い
場
合
は
終
わ
る

ま
で
続
行
す
る
。
私
も
二
十
三
時
こ
ろ
帰
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
鉄
道
建
設
作
業
者
は
一
級
者
と
二
級
者
、
三
級
者

は
収
容
所
内
の
清
掃
等
、
四
級
者
は
就
寝
許
可
、
体
力
に
よ
っ

て
四
級
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
温
度
に
つ
い
て
は
、
零
下
三

〇
度
以
上
は
戸
外
作
業
中
止
で
す
。
零
下
三
〇
度
以
上
は
、
所

内
の
清
掃
、
暖
房
用
の
薪
取
り
な
ど
。
ま
た
積
雪
は
大
体
一
メ

ー
ト
ル
か
ら
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。

毎
日
休
む
こ
と
な
く
働
く
。

こ
れ
が
捕
虜
生
活
の
掟
で
す
。

私
も
三
級
者
に
な
り
、
将
校
当
番
を
四
カ
月
ほ
ど
務
め
ま
し

た
。
そ
の
間
に
体
力
が
付
き
、
間
も
な
く
ダ
モ
イ
（
帰
国
）
の

命
令
が
出
ま
し
た
。
ソ
連
将
校
も
「
ハ
ラ
シ
ョ
ー
、
ハ
ラ
シ
ョ

ー
」
と
い
っ
て
角
砂
糖
を
沢
山
く
れ
ま
し
た
（
万
一
、
死
亡
し

て
い
れ
ば
、
来
年
五
〇
回
忌
で
す
）

。

一
日
の
食
事
に
つ
い
て

朝
食
は
高
■
（
皮
付
き
）
と
塩
鮭
と
を
一
緒
に
炊
き
込
ん

だ
も
の
を
飯
盒
の
外
蓋
に
一
杯
と
三
分
の
一
く
ら
い
。
昼
食
は

黒
パ
ン
三
五
〇
グ
ラ
ム
一
個
、
ス
ー
プ
飯
盒
に
三
分
の
一
く
ら

い
、
燕
麦
は
中
飯
盒
に
一
杯
（
作
業
場
で
食
べ
る
）

。
夕
食
は

朝
食
と
同
じ
ぐ
ら
い
で
す
。
コ
ー
リ
ヤ
ン
食
と
か
黒
パ
ン
は
、

と
て
も
渋
く
て
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
食
べ
な
い
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
し
か
な
い
。
こ
れ
が
大
体
一
日
の
標

準
食
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
日
の
作
業
能
率
に
よ
っ
て
、
各
食

事
が
増
減
さ
れ
ま
す
（
一
級
者
と
二
級
者
）

。

要
す
る
に
、
働
か
ざ
る
も
の
は
食
う
べ
か
ら
ず
。
三
級
者
の

食
事
は
、
白
パ
ン
（
ポ
ー
ミ
ー
を
粉
に
し
て
作
っ
た
も
の
）
と

ス
ー
プ
と
粟
飯
（
小
鳥
の
■
）

、
夕
食
は
燕
麦
飯（
馬
の
■
）



中
盒
に
一
杯
。
四
級
者
の
食
事
は
分
か
ら
な
い
。
味
に
つ
い
て

は
塩
味
ま
た
は
糖
味
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
栄
養
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
栄
養
失
調
者
が
多
く
で
ま
し
た
。

言

葉

ラ
ボ
ー
タ
ー
　
　
　
　
　
労
働
者

ラ
ボ
ー
ト
カ
ン
チ
ャ
イ
　
作
業
終
わ
り

ハ
ラ
シ
ョ
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
い

ニ
エ
ハ
ー
フ
シ
ョ
　
　
　
よ
く
な
い

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た

方
は
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
私
が
印
象
に
残
っ
た
こ
と
一
つ
。

こ
れ
は
発
電
所
の
近
く
で
、

作
業
終
了
後
一
本
の
鉄
の
丸
棒
、

太
さ
は
三
分
で
し
た
。
そ
の
鉄
棒
を
、
両
端
に
石
を
置
い
て
そ

の
上
に
乗
せ
て
、
真
ん
中
で
ポ
ン
と
叩
い
た
と
同
時
に
二
つ
に

折
れ
ま
し
た
。
私
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
友
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
は
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
捨
て
た
鉄
棒
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
話
を
想
像
し
ま
す
と
、
鉄
の
素
質
が
な
く
な
り

芯
ま
で
凍
っ
て
い
る
。
氷
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
氷
は
脆
い
も

の
で
す
。

わ
た
し
も
二
年
間
の
捕
虜
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
零
下

四
〇
度
と
い
う
酷
寒
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。
十
月
よ
り
三
月

こ
ろ
ま
で
は
零
下
二
〇
度
前
後
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
に

か
く
凍
ら
な
い
も
の
は
何
ひ
と
つ
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
解

説
】

筆
者
の
終
戦
時
所
属
部
隊
満
州
ハ
ル
ビ
ン
第
三
六
六
部
隊
と

あ
る
の
は
関
東
軍
技
術
教
育
隊
で
徳
一
三
九
九
八
部
隊
と
も
称

さ
れ
て
い
る
。
隊
長
・
沓
形
節
一
少
佐

タ
イ
セ
ッ
ト
地
区
に
お
け
る
推
定
死
亡
人
数
は
三
千
二
百
人

で
他
地
区
よ
り
多
い
の
は
作
業
の
主
体
が
第
二
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

建
設
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
枕
木
一
本
に
死
者
一
人
の
割
で

死
者
が
出
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

タ
イ
セ
ッ
ト
地
区
に
収
容
さ
れ
た
日
本
軍
捕
虜
は
約
四
万
人

余
り
で
、
主
に
東
部
満
州
の
戦
場
で
ソ
連
軍
と
交
戦
し
た
部
隊

が
多
い
。

タ
イ
セ
ッ
ト
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
本
線
の
分
岐
点
で
、
新
設
さ

れ
た
第
二
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
（
バ
ム
鉄
道
）
の
起
点
地
区
で
、
バ



イ
カ
ル
湖
の
北
西
方
に
当
た
る
。
こ
の
バ
ム
鉄
道
は
独
ソ
戦
の

た
め
中
断
さ
れ
て
お
り
、
ソ
連
は
そ
の
工
事
促
進
の
た
め
一
キ

ロ
当
た
り
一
五
〇
人
の
日
本
兵
を
投
入
し
た
が
、
零
下
四
〇
度

を
超
す
酷
寒
と
貧
し
い
食
事
の
た
め
栄
養
失
調
に
よ
る
死
者
が

続
出
し
、
魔
の
バ
ム
鉄
道
と
怖
れ
ら
れ
た
。

タ
イ
セ
ッ
ト
地
区
に
抑
留
さ
れ
た
部
隊
は
次
の
と
お
り
で
あ

っ
た
。
関
東
軍
司
令
部
、
第
一
方
面
軍
直
轄
部
隊
、
以
下
第
三
方
面

軍
、
第
三
軍
、
第
四
軍
、
第
五
軍
、
第
三
〇
軍
、
第
四
四
軍
の

各
直
轄
部
隊
。
第
二
航
空
軍
、
大
陸
鉄
道
隊
、
第
一
二
二
師
団
、

第
一
二
四
師
団
、
第
一
二
六
師
団
、
第
一
二
八
師
団
、
第
一
三

六
師
団
、
第
一
三
九
師
団
、
第
一
四
九
師
団
。

一
九
九
一
年
四
月
発
表
の
死
亡
者
名
簿
に
よ
る
と
、
こ
の
地

区
の
収
容
所
数
は
四
十
八
で
、
死
亡
者
二
、
六
二
二
人
と
な
っ

て
い
る
。
下
士
官
、
兵
の
み
で
将
校
は
分
離
さ
れ
た
の
か
一
人

も
い
な
い
。




